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プロセス災害を防止するために必要な技術、人、設備に関する14の要素について実行され
るべき事項をガイドラインとして定め、改善することにより安全レベルを向上させる管理シス

　工場では、緊急時に備え、通報、消火、緊急操作などの
訓練を年間計画に従い、積極的に行っています。

　また本社と工場の合同訓練を実施し、緊急時の本社、
工場間及びお客様、取引先への連絡体制の整備を図って
います。

安全文化・強化活動の取組み

　当社は、両親会社である三井化学及びDuPontの安全システムを導入し、無事故無災害を目指した積
極的な取組みを行なっています。
　2010年度は良好な安全成績でありましたが、2011年に入り、設備事故が発生いたしました。
関係する皆様にご迷惑とご心配をお掛けしましたことをお詫び申し上げます。
今般の設備事故を真摯に受け止め、再発防止をはかるため、2011年以降は、DuPontのプロセス災害を
防止する手法（PSM ＊１）を全面的に取り入れて、安全の再構築を図っていきます。

プロセス安全への取組み

保安防災への取組み5

※1 ＰＳＭ（Process Safety Management）：

工場の防災訓練

防災訓練
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　当社は社員及び協力会社員の【休業災害+不休業災害】ゼロを目指しています。
　労働災害の発生件数は次のグラフに示す通りで、2010年度も社員の休業災害の発生件数ゼロを継続
達成しましたが、協力会社社員の休業災害が１件発生しました。この対応として、協力会社の怪我・事故
ゼロを達成するため、急遽安全活動の強化（組織の安全文化改善活動，ＫＹ強化、安全ルール徹底、
パトロール実施、災害事例など）を開始し、現在も継続実施中です。

労働安全衛生への取組み6

ＳＴＯＰ（※）、リスクアセスメント、ヒヤリハット、５Ｓなどの安全活動を充実させると共に、協力会社員
とのコミュニケーションを良好にすることによって、災害ゼロを目指して行きます。

2011年3月31日時点での社員の休業無災害日数【休業災害が発生しなかった日数】は、以下の通りです。

※ ＳＴＯＰ（Safety Training Observation Program）：
米国デュポン社で開発された安全トレーニング観察プログラムで、管理者が職場で
働く従業員を観察し、不安全行動に焦点を当てて作業実態を分析し、危険の存在
を共に納得するまで話し合い、不安全行動の是正改善を図り、或いは不安全状態
を排除後、これらの結果を職場の全員が共有することにより安全レベルの向上を目
指す安全活動です。

ＳＴＯＰ活動　話合いの場面

（　）内は年換算

大竹工場 千葉工場 テクニカルセンター
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　当社は、顧客及び一般消費者等が満足し、かつ、安心して使用できる製品及びサービスを提供するため、
「製品安全管理要綱」「製品安全管理細則」を定め、化学物質や製品の安全に取組んでいます。

　化学物質の安全に関する規則・規制は、「化審法（化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律）」
「労働安全衛生法」「薬事法」や「ポリオレフィン等衛生協議会の自主基準」等数多くあります。当社では、
製品の用途に応じて必要な規則・規制を満足するよう管理しています（※1）。

　2007年6月に欧州連合で施行されたREACH（※２）では、化学物質を１トン/年以上欧州に輸出する
場合、登録が必要となっています。当社では原料メーカーの協力を得て、登録への対応を行なっています。

※ 2

化学物質、製品安全への取組み7

※ 1 各製品に必要な規則・規制についての詳細は、各事業所へお問合せをお願いします。

REACH（Registration, Evalution, Authorisation and Restriction of Chemicals）：
欧州連合内で年間1トン以上製造又は輸入される全ての化学物質を対象に、新しく登録、評価、認可及び制
限する制度。製造・輸入業者は、登録のため取扱量に応じた化学物質の情報の提供が必要で、年間10トン
以上の製造・輸入化学品には化学物質安全性報告書の提出が義務付けられています。
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　当社は、製品の安全な輸送に取組んでいます。
　当社の製品輸送業務は、三井化学及び物流協力会社に委託していますが、物流協力会社とは安全
対話による情報の共有化、現場パトロール等の活動を行い、物流事故の未然防止に取組んでいます。
2010年度も無事故を達成しました。

　当社は三井化学グループの一員として「三井化学グループ構外物流事故・緊急連絡網及び応援体制」
（ＭＥＮＥＴ）に参加しています。　製品輸送中に事故が発生した場合に、その被害を最小限に抑える
ため、２４時間出動できる体制を整えています。また、年に２回緊急通報、出動訓練を行っています。

　全ての製品について、取扱い、保管上の注意（危険性、有害性など）に関する情報を記載した
ＭＳＤＳ（製品安全データシート）を作成し、お客様に提供しています。
　製品の輸送時には事故発生時に取るべき措置や通報内容を記載したイエローカードを常時携帯する
ようにしています。

事故発生時の対応

物流安全への取組み8

ＭＳＤＳ、イエローカード

イエローカード（一例）



本社
〒105-7117  東京都港区東新橋 1丁目 5番 2号　汐留シティセンター
電話 03-6253-4000

大阪営業所 
〒550-0004　大阪市西区靭本町 1丁目 11番 7号　信濃橋三井ビル
電話 06-6444-4501 

テクニカルセンター
〒299-0108　千葉県市原市千種海岸 6番地
電話 0436-62-3237

http://www.mdp.jp

大竹工場
〒739-0601  広島県大竹市東栄 2丁目 1番 21号
電話 0827-53-9250

千葉工場
〒299-0108　千葉県市原市千種海岸 6番地
電話 0436-62-3236
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